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日
露
両
政
府
に
よ
っ
て
一
八
五
五
年
に
結
ば
れ
た
下
田
条
約
の
取
り
決
め
に
よ
れ

ば
、
ロ
シ
ア
に
は
北
海
道
の
箱
館
に
自
国
の
在
外
公
館
【дипломатическая 

миссия

】
を
設
置
す
る
権
利
が
賦
与
さ
れ
て
い
た
。
領
事
館
【консульство

】
開

設
の
決
定
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
な
さ
れ
た
の
は
一
八
五
七
年
一
二
月
、
す
な
わ
ち
今

か
ら
一
六
〇
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　

外
国
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
外
交
代
表
部
【дипломатическое 

представитель 

ство

】
の
活
動
に
関
す
る
史
料
の
大
部
分
は
、
モ
ス
ク
ワ
に
あ
る
ロ
シ
ア
帝
国
外
交

文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
活
動
を
跡
付
け
る
幾
つ
か
の

史
料
が
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
、
お
よ
び
、
そ
の
学
術
参
考
書
庫
【научно-

справочная библиотека

】
の
文
書
保
存
庫
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、

箱
館
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
在
外
公
館
の
形
成
、
お
よ
び
、
そ
の
活
動
に
関
す
る
興
味

深
い
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

箱
館
の
領
事
館
は
、
歴
史
上
初
め
て
の
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
常
設
代
表
部

【представительство

】
と
な
り
、
特
別
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず

第
一
に
、
箱
館
の
公
館
【миссия

】
は
、
極
東
の
外
国
港
に
お
け
る
最
初
の
ロ
シ

ア
領
事
館
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
そ
れ
は
通
常
の
領
事
館
任
務
と
同
時

に
、
政
治
的
機
能
を
遂
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
実
質
に
お
い
て

本
格
的
な
外
交
代
表
部
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

箱
館
は
、
ロ
シ
ア
領
事
館
が
同
地
に
設
置
さ
れ
た
は
る
か
以
前
に
、
両
国
間
の
関

係
が
結
ば
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
と
日
本
の
組
織
的
接
触
が
始

ま
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

　

早
く
も
一
七
九
三
年
に
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
の
勅
令
を
遂
行
す
る
た
め
、
特
使

ア
ダ
ム
・
キ
リ
ー
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ラ
ク
ス
マ
ン
を
団
長
と
す
る
最
初
の
ロ
シ
ア
使
節
団

が
箱
館
に
到
着
し
た
。
ロ
シ
ア
で
は
こ
の
使
節
団
の
成
果
は
十
分
高
く
評
価
さ
れ
た

が
、
一
連
の
諸
原
因
に
よ
り
、
そ
の
時
期
に
は
両
国
の
外
交
的
接
触
は
更
な
る
発
展

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

Ａ
・
Ｋ
・
ラ
ク
ス
マ
ン
の
他
に
、
箱
館
に
は
、
有
名
な
航
海
者
ヴ
ァ
シ
リ
イ
・
ミ

ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
と
エ
ヴ
フ
ィ
ミ
イ
・
ヴ
ァ
シ
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
時
期
に
や
っ
て
来
て
お
り
、
両
者
と
も
に
日

露
関
係
の
発
展
に
顕
著
な
足
跡
を
残
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
と
は
別
に
、
箱
館
の
ロ
シ
ア
公
館
と
最
も
深
い
つ
な
が
り

を
持
っ
て
い
た
の
は
二
人
の
我
が
同
胞
、
す
な
わ
ち
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
ロ
シ

ア
領
事
で
あ
っ
た
イ
ォ
シ
フ
・
ア
ン
ト
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
と
、
主
教

【С
вятитель

】
ニ
コ
ラ
イ
・
ヤ
ポ
ン
ス
キ
イ
の
名
で
歴
史
に
残
る
ロ
シ
ア
正
教
会

の
有
名
な
活
動
者
イ
ヴ
ァ
ン
・
ド
ミ
ト
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
カ
サ
ー
ト
キ
ン
で
あ
る
。
こ

の
二
人
の
傑
出
し
た
人
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
て
ロ
シ
ア
と
日
本
の
善
隣
関

係
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
に
は
、
日
露
両
国
の
国
益
に
向

け
て
の
彼
ら
の
実
り
多
き
活
動
を
示
す
史
料
が
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。

　

一
八
五
八
年
一
一
月
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ジ
ギ
ッ
ト
号
に
乗
っ
て
最
初
の
ロ
シ
ア
領

事
で
六
等
文
官
、
イ
ォ
シ
フ
・
ア
ン
ト
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
が
箱
館
に
到

着
し
た
。
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
に
与
え
ら
れ
て
い
た
指
示
は
、
日
本
に
対
す
る
平
和
友

好
政
策
の
遂
行
と
隣
国
の
内
政
へ
の
不
干
渉
で
あ
っ
た
。
外
交
官
と
し
て
の
ゴ
シ

在
函
館
ロ
シ
ア
領
事
館　
―
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
史
料
よ
り
―

セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
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ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
た
め
に
外
務
省
内
で
特
別
に
作
成
さ
れ
た
訓
令
に
は
以
下
の
こ
と
が

特
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
我
々
が
望
ん
で
い
る
唯
一
の
こ
と
は
、
日
本
と
の
通
商
の
確
立
と
拡
大
で
あ
る
。

そ
の
他
の
事
す
べ
て
、
ま
た
、
日
本
の
内
政
へ
の
干
渉
と
い
う
考
え
は
す
べ
て
、
我

が
国
の
政
策
と
は
無
縁
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
日
本
政
府
に
得
心
さ
せ
る
よ
う
努
力

し
、
非
友
誼
的
な
示
唆
で
も
っ
て
我
が
国
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
逆
の
考
え
を
日
本

政
府
に
与
え
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と
。」

　

箱
館
港
は
、
ロ
シ
ア
沿
岸
、
特
に
極
東
の
行
政
中
心
地
で
あ
る
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク

に
最
も
近
く
、
領
事
館
【консульская 

миссия

】
の
設
置
場
所
に
選
定
さ
れ
た
の

は
偶
然
で
は
な
い
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
外
務
大
臣
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ミ
ハ
イ
ロ

ヴ
ィ
チ
・
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
箱
館
は
、
我
が
国
の
領
土
か
ら
近
く
、
我
が
国
の
す
べ
て
の
政
治
的
利
害
が
専

ら
集
中
し
て
い
る
北
方
に
あ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の
地
理
的
位
置
か
ら
見
て
、
領

事
館
設
置
の
場
所
と
し
て
議
論
の
余
地
の
な
い
利
点
を
持
つ
と
私
は
考
え
る
」。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
宰
相
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
ル
チ
ャ
コ

フ
は
、
更
に
、
国
家
経
済
局
【департамент государственной эконимики

】
に

宛
て
て
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

　
「
領
事
の
滞
在
場
所
と
し
て
、
外
国
と
の
通
商
に
開
か
れ
た
港
の
う
ち
最
も
北
に

位
置
す
る
箱
館
が
選
ば
れ
た
。
同
港
は
、
サ
ハ
リ
ン
、
お
よ
び
、
沿
海
州
諸
港
に
最

も
近
い
と
い
う
、
そ
の
地
理
的
位
置
か
ら
見
て
、
我
が
国
に
と
り
格
別
な
利
点
を
有

す
る
。
日
本
で
の
そ
の
後
の
出
来
事
は
、
こ
の
決
定
が
先
見
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
を
じ
き
に
示
し
た
。」

　

Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
こ
と
は
、
箱
館
の
人
々
の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
。

彼
は
Ｅ
・
Ｖ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
使
節
団
で
下
田
条
約
の
締
結
交
渉
に
通
訳
と
し
て

参
加
し
た
際
に
こ
の
町
を
初
め
て
訪
れ
た
。
日
本
に
お
け
る
最
初
の
ロ
シ
ア
領
事
と

な
っ
た
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
に
は
、
日
本
側
と
の
接
触
経
験
、
さ
ら
に
は
、
諸
外
国
の

言
語
、
日
本
の
生
活
、
歴
史
、
習
慣
に
つ
い
て
の
知
識
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
領
事
と

い
う
高
い
地
位
に
選
ば
れ
た
の
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ

ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
外
務
省
ア
ジ
ア
局
に
在
職
中
の
一
八
五
七
年
ロ
シ
ア
で
出
版
さ
れ
た

『
和
露
辞
典
』【『
和
魯
通
言
比
考
』】
の
著
者
と
な
っ
て
い
る
。
同
辞
書
は
ゴ
シ
ケ
ー

ヴ
ィ
チ
が
日
本
人
、
橘
耕
斎
と
の
共
著
で
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
こ
の
辞
書

は
【
優
れ
た
学
術
著
作
に
贈
ら
れ
る
民
間
基
金
の
】
デ
ミ
ド
フ
賞
を
受
賞
し
、
Ｉ
・

Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
自
身
も
そ
の
功
績
に
対
し
「
金
メ
ダ
ル
」
を
授
け
ら
れ
た
。

　

領
事
が
任
地
に
赴
く
前
、
ア
ム
ー
ル
委
員
会
【А

мурский коммитет

】
で
は
、

一
八
五
八
年
一
月
の
Ｅ
・
Ｖ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
提
言
に
従
い
、
箱
館
の
ロ
シ
ア
領

事
館
【консульство

】
の
活
動
、
お
よ
び
、
日
露
間
の
通
商
関
係
の
発
展
に
関
わ

る
諸
問
題
が
討
議
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
に
は
、
ア
ム
ー
ル
委
員
会
の

同
件
に
関
す
る
議
事
録
で
、
皇
帝
の
裁
可
を
受
け
た
も
の
の
認
証
済
み
の
写
し

【заверенны
е копии

】
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
次
の
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
「
ア
ム
ー
ル
委
員
会
は
一
八
五
八
年
一
月
一
八
日
の
会
議
に
お
い
て
、
一
八
五
七

年
一
〇
月
二
五
日
【
新
暦
一
一
月
六
日
】
付
の
侍
従
武
官
長
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
爵
の

意
見
書
第
一
〇
〇
号
を
聴
し
た
。そ
の
意
見
書
の
骨
子
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
『
日
本
と
文
明
諸
国
と
の
交
際
は
極
め
て
近
い
将
来
、
飛
躍
的
に
拡
大
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
。
我
が
国
と
日
本
の
今
後
の
関
係
が
立
ち
後
れ
た
も
の
と
な
る
の
を
避
け

る
た
め
に
も
、
影
響
力
を
持
つ
た
め
に
も
、
我
々
は
、
日
本
国
と
近
し
く
な
る
こ
と

を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
。』」

　

更
に
Ｅ
・
Ｖ
・
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
は
、
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
箱
館
の
ロ
シ

ア
領
事
館
員
の
増
員
と
財
政
充
実
を
図
り
、
日
本
と
の
効
果
的
か
つ
互
恵
的
通
商
関

係
の
確
立
を
促
進
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

こ
の
意
見
書
を
承
け
て
ア
ム
ー
ル
委
員
会
が
出
し
た
結
論
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）
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「
…
今
回
、
委
員
会
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
爵
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
論
拠
、
お

よ
び
、
オ
ラ
ン
ダ
の
代
表
部
が
す
で
に
存
在
す
る
国
に
、
初
め
て
置
か
れ
る
こ
と
に

な
る
我
が
国
の
領
事
館
の
位
置
づ
け
を
尊
重
し
、大
局
的
な
基
礎
付
け
の
上
に
立
ち
、

箱
館
の
我
が
領
事
館
員
を
以
下
の
よ
う
に
増
員
す
る
こ
と
を
有
益
と
判
断
す
る
。

　
（
一
）
領
事
館
に
医
師
を
派
遣
す
る
。
そ
の
際
家
族
の
あ
る
者
を
優
先
す
る
。
俸

給
は
、プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
爵
の
意
見
に
従
い
、年
額
三
〇
〇
〇
銀
貨
ル
ー
ブ
ル
、（
二
）

司
祭
【свящ

енник

】
は
年
額
二
五
〇
〇
銀
貨
ル
ー
ブ
ル
、（
三
）
海
軍
士
官
は
年

額
三
〇
〇
〇
銀
貨
ル
ー
ブ
ル
。
医
師
と
海
軍
士
官
の
人
選
は
海
軍
省
に
、
司
祭
の
人

選
は
宗
務
総
監
【О

бер-П
рокурор С

вятейш
его синода

】
に
委
任
す
る
。

　

同
様
に
委
員
会
は
、
箱
館
に
…
学
校
と
病
院
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
の
、
プ

チ
ャ
ー
チ
ン
伯
爵
の
提
言
は
極
め
て
説
得
力
に
満
ち
た
も
の
と
認
め
、
そ
れ
ら
の
施

設
用
に
、
我
が
領
事
に
対
し
、
初
年
度
、
概
算
五
〇
〇
〇
銀
貨
ル
ー
ブ
ル
を
支
給
す

る
こ
と
と
す
る
。」

　

そ
れ
に
続
け
て
委
員
会
で
は
、
い
か
な
る
部
局
が
こ
れ
ら
す
べ
て
の
支
出
を
財
政

的
に
担
う
の
か
に
関
す
る
判
断
が
な
さ
れ
、最
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
我
が
国
と
日
本
と
の
通
商
の
発
展
に
関
す
る
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
爵
の
提
言
に
関
し

て
は
、
近
々
、
外
務
大
臣
と
大
蔵
大
臣
、
両
大
臣
の
裁
量
に
委
ね
る
こ
と
に
す
る
。」

　

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
一
八
五
八
年
二
月
、
ロ
シ
ア
領
事
Ｉ
・

Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
に
対
し
、
大
蔵
省
か
ら
、
箱
館
で
の
学
校
と
病
院
の
建
設
と

維
持
用
に
、
五
〇
〇
〇
銀
貨
ル
ー
ブ
ル
の
額
が
支
給
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
極
東
の
隣
国
と
緊
密
、
か
つ
、
多
面
的
な
結
び
つ
き
を
確
立

す
る
こ
と
が
、
ロ
シ
ア
に
と
り
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

家
族
を
連
れ
た
領
事
の
他
に
箱
館
に
到
着
し
た
の
は
、
海
軍
士
官
Ｐ
・
Ｎ
・
ナ

ジ
ー
モ
フ
大
尉
（
後
に
海
軍
大
将
、
太
平
洋
艦
隊
を
指
揮
）、
医
師
の
Ｍ
・
Ｐ
・
ア

ル
ブ
レ
ヒ
ト
、
司
祭
長
【свящ

енник протоиерей

】
Ｖ
・
Ｅ
・
マ
ホ
フ
、
秘
書
官

Ｖ
・
Ｄ
・
ア
ヴ
ァ
ン
デ
ル
で
、
ロ
シ
ア
領
事
館
員
は
総
員
一
五
名
に
及
ん
だ
。

　

科
学
に
対
す
る
日
本
人
の
興
味
を
考
慮
し
て
、
領
事
館
付
き
の
海
軍
士
官
と
医
師

は
、
地
元
の
住
民
が
医
学
、
航
海
術
、
天
文
学
を
学
べ
る
よ
う
協
力
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
こ
と
が
友
好
関
係
の
確
立
を
助
長
す
る
も
の

だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
領
事
は
部
下
た
ち
に
対
し
て
日
本
語
の
学
習

を
奨
励
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
地
元
住
民
と
の
接
触
の
み
な
ら
ず
、
館
員
た
ち
に
よ

る
本
務
遂
行
に
も
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

箱
館
在
勤
の
期
間
一
八
六
五
年
ま
で
に
、
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
極
め
て

多
く
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
。
箱
館
奉
行
か
ら
領
事
館
用
に
広
大
な
土
地
の
供
与
を

取
り
付
け
、
そ
こ
に
は
、
大
き
な
領
事
館
、
二
〇
〇
床
の
入
院
病
棟
、
教
会
、
そ
の

他
の
建
物
が
順
次
建
て
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

少
な
か
ら
ぬ
努
力
を
要
し
た
。

　

当
初
領
事
館
付
き
の
医
師
た
ち
は
、
箱
館
に
入
港
し
て
く
る
ロ
シ
ア
艦
船
の
海
軍

軍
人
を
含
む
ロ
シ
ア
国
民
の
み
の
治
療
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
日
本
当
局

か
ら
の
特
別
な
許
可
を
得
て
、地
元
の
住
民
へ
の
医
療
援
助
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
際
、
ロ
シ
ア
の
医
師
た
ち
は
診
療
の
み
な
ら
ず
入
院
治
療
も
行
い
、
毎
年
一
〇

〇
人
近
く
の
患
者
を
受
け
入
れ
た
。
更
に
、
往
診
も
無
料
で
行
っ
た
。
ま
た
、
鍼
治

療
、
指
圧
、
薬
草
な
ど
の
伝
統
的
な
治
療
法
を
用
い
、
外
科
手
術
に
は
な
じ
み
の
な

か
っ
た
日
本
人
医
師
た
ち
を
対
象
に
、
公
開
死
体
解
剖
を
や
っ
て
見
せ
た
。
さ
ら
に

日
本
人
医
師
た
ち
は
病
院
で
実
習
を
行
い
、
当
時
の
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
医
学
分
野
を
学
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
こ
と
は
箱
館
、
お
よ
び
、

北
海
道
全
体
に
お
け
る
医
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
ロ
シ
ア
の
医
療

関
係
者
も
日
本
医
学
の
成
果
に
強
い
興
味
を
抱
き
、
各
種
病
気
の
治
療
法
の
い
く
つ

か
を
土
地
の
医
師
た
ち
か
ら
学
び
、
取
り
入
れ
た
。

　

Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
指
導
の
下
に
、
領
事
館
員
た
ち
は
、
口
語
日
本
語

の
基
礎
を
か
な
り
な
短
期
間
で
修
得
し
た
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
領
事
は
、
日
本
人
に
ロ

シ
ア
の
習
慣
や
伝
統
を
紹
介
す
る
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
目
的
の

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
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）
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た
め
に
、
ロ
シ
ア
語
学
習
の
場
が
設
け
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
聖
誕
祭
や
新
年
の
お
祝
い

も
催
さ
れ
、
領
事
館
の
婦
人
た
ち
は
、
贈
り
物
を
配
る
際
に
民
族
衣
装
を
着
用
し
た
。

　

一
八
六
一
年
七
月
、
病
の
身
と
な
っ
た
司
祭
長
【свящ

енник

】
ヴ
ァ
シ
リ
イ
・

エ
メ
リ
ヤ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
マ
ホ
フ
に
代
わ
り
、
箱
館
領
事
館
付
属
の
ロ
シ
ア
正
教
会
主

任
司
祭
【настоятель
】
に
任
命
さ
れ
た
ニ
コ
ラ
イ
が
蒸
気
船
ア
メ
リ
カ
号
で
箱
館

に
や
っ
て
来
た
。

　

ニ
コ
ラ
イ
神
父
【отец Н

иколай　

以
下
、
こ
の
二
語
は
「
ニ
コ
ラ
イ
神
父
」
と

訳
し
て
い
る
】
は
日
本
に
到
着
後
直
ち
に
精
力
的
な
布
教
活
動
を
展
開
し
た
。
領
事

Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
と
共
同
し
て
、
日
本
国
民
に
ロ
シ
ア
語
を
教
授
す
る
学

校
を
開
設
し
た
。
司
祭
長
【
マ
ホ
フ
】
自
身
も
か
な
り
短
期
間
の
う
ち
に
日
本
語
を

修
得
し
、
日
本
語
で
説
教
を
行
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
自
分
に
与
え
ら
れ
た
任
務
の
状

況
に
つ
い
て
彼
は
、
宗
務
総
監
【обер-прокурор С

вятейш
его П

равительстиу 

ю
щ

его 
С

инода

】
ア
レ
ク
セ
イ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ア
フ
マ
ト
フ
に
宛
て
た
一
八

六
三
年
八
月
二
一
日
付
の
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
…
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
、
教
会
（
箱
館
領
事
館
付
属
の
キ
リ
ス
ト
復
活
教

会
。
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）
の
建
設
と
装
飾
に
つ
い
て
の
栄
誉
は
、

教
会
の
長
老
【ктитор

】（
寺
院
の
建
設
と
装
飾
に
資
金
を
供
与
し
た
人
物
。
セ
ル

ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）
と
呼
ん
で
し
か
る
べ
き
領
事
に
属
す
る
も
の
で

す
。
彼
の
熱
意
と
美
意
識
は
、
我
々
の
小
さ
な
教
会
が
、
少
な
く
と
も
、
領
事
館
の

資
金
力
と
こ
の
土
地
の
職
人
の
能
力
が
許
す
限
り
、
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
で
あ

ろ
う
こ
と
を
保
証
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
現
時
点
で
日
本
語
を
か
な
り
自
由
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
漢
字
の

勉
強
も
始
め
て
い
ま
す
。
漢
字
の
知
識
な
し
で
は
日
本
の
本
は
一
つ
も
読
め
な
い
か

ら
で
す
。
私
の
家
に
は
、
我
が
国
の
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
た
資
金
で
設
立
さ
れ
た
学

校
が
あ
り
、
活
動
を
始
め
て
す
で
に
二
年
に
な
り
、
現
在
こ
の
学
校
で
、
私
は
年
齢

の
異
な
る
六
人
の
日
本
人
に
ロ
シ
ア
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
私
は
当
地
の
仏
教
僧
た

ち
と
親
し
く
知
り
合
い
、
時
折
彼
ら
の
説
教
を
聞
き
に
行
っ
た
り
、
彼
ら
か
ら
宗
教

的
情
報
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
情
報
の
骨
子
に
つ
い
て
は
、
次
回
手
紙

の
中
で
閣
下
【
宗
務
総
監
は
宗
務
院
の
院
長
で
、
皇
帝
が
任
命
し
、
聖
職
者
で
は
な

い
】
に
ご
報
告
致
す
つ
も
り
で
す
…
。」

　

ニ
コ
ラ
イ
神
父
の
書
簡
に
対
し
て
は
然
る
べ
き
回
答
が
必
ず
あ
っ
た
。
彼
の
願
い

に
応
じ
て
、
領
事
館
教
会
に
下
級
聖
職
者
【причётник

】
が
任
命
さ
れ
た
他
、
教

会
へ
の
物
質
的
援
助
供
与
を
Ｅ
・
Ｖ
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
爵
が
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
、お
よ
び
、

サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
府
主
教
イ
シ
ド
ー
ル
に
願
い
出
て
い
る
。

　
「
…
謹
ん
で
猊
下
に
お
手
紙
を
認
め
る
次
第
で
す
。
箱
館
に
あ
る
教
会
の
整
備
の

た
め
に
、
前
駐
日
ロ
シ
ア
領
事
で
七
等
官
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
名
で
寄
進
帳
（
教
会

の
た
め
の
資
金
徴
収
用
の
。
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
）
を
下
付
頂
く

よ
う
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、
箱
館
教
会
の
整
備

に
以
前
か
ら
す
で
に
多
大
の
尽
力
を
な
し
、
現
在
は
教
会
の
た
め
の
寄
進
を
集
め
る

労
を
自
ら
進
ん
で
引
き
受
け
て
い
ま
す
。」

　

こ
の
文
面
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
日
本
で
の
公
的
な
領
事
職
を
退
い
た
後
も
Ｉ
・

Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
、
日
露
両
国
の
関
係
の
強
化
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
た
。

　

ニ
コ
ラ
イ
神
父
は
、
他
の
職
務
を
遂
行
す
る
傍
ら
、
ロ
シ
ア
の
歴
史
、
文
化
、
生

活
様
式
や
習
慣
を
日
本
人
に
紹
介
を
し
た
。
そ
の
際
、
彼
自
身
も
日
本
文
化
、
お
よ

び
、
伝
統
に
深
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
は
両
国
民
の
友
好

的
接
触
と
接
近
の
確
立
に
寄
与
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
ニ
コ
ラ
イ
と
い
う
優
れ
た
人
物
の
生
涯
の
主
要
な
仕
事
と
な
っ
た
の

は
宣
教
活
動
で
あ
る
。
ニ
コ
ラ
イ
神
父
の
名
は
、
日
本
に
お
い
て
ロ
シ
ア
正
教
会
が

定
着
し
活
動
し
た
五
十
年
以
上
に
わ
た
る
時
期
と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

　

一
八
六
九
年
に
ニ
コ
ラ
イ
神
父
は
宗
務
院
に
、
日
本
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
を
広

め
る
こ
と
は
極
め
て
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
日
本
に
ロ
シ
ア
正
教

会
の
代
表
部
を
設
置
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
内
容
の
文
書
を
提
出
し
た
。

（
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）
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宗
務
総
監
【обер-прокурор С

инода

】
の
ド
ミ
ト
リ
イ
・
ア
ン
ド
レ
エ
ヴ
ィ
チ
・

ト
ル
ス
ト
イ
は
、
大
蔵
大
臣
に
宛
て
た
一
八
六
九
年
一
二
月
一
九
日
付
の
書
簡
の
中

で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
八
年
に
及
ぶ
日
本
滞
在
の
間
、
日
本
の
文
化
、
宗
教
、
お
よ
び
、
日
本
国
民
の

精
神
を
研
究
し
て
き
た
ニ
コ
ラ
イ
神
父
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
は
知
識
欲
が
極

め
て
旺
盛
で
、
特
に
こ
の
最
近
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
吸
収
に
強
い
意
欲
を
示
し

て
い
る
…
。

　

日
本
人
は
今
日
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
友
好
的
な
態
度
を
公
に
示
し
て
い
る
。

同
様
に
日
本
政
府
に
つ
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
敵
対
的
で
あ
る
と
非
難
す

る
ほ
ど
に
は
当
た
ら
な
い
…
。

　

こ
の
よ
う
な
好
ま
し
い
状
況
の
中
、
西
洋
の
宣
教
師
た
ち
は
い
ち
早
く
日
本
に

や
っ
て
来
て
、
多
大
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
…
。

　

西
洋
の
宣
教
師
た
ち
の
成
果
は
、
日
本
に
お
け
る
我
が
教
会
の
主
任
司
祭

【настоятель

】
を
し
て
宣
教
活
動
に
向
け
触
発
し
、
そ
の
活
動
も
実
を
結
ん
で
い

る
…
。

　

日
本
人
の
正
教
へ
の
帰
依
に
力
を
注
ぐ
一
方
、
ニ
コ
ラ
イ
司
祭
【иеромонах 

Н
иколай　

以
下
こ
の
二
語
は
「
ニ
コ
ラ
イ
司
祭
」
と
訳
し
て
い
る
】
は
、
ひ
と
り

の
学
識
あ
る
日
本
人
の
助
力
の
下
に
福
音
書
を
日
本
語
に
翻
訳
し
、
現
在
は
他
の
聖

典
、
そ
し
て
、
祈
祷
書
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
る
…
。

　

数
年
に
及
ぶ
経
験
か
ら
、
日
本
で
の
宣
教
を
一
人
で
行
う
こ
と
の
不
十
分
さ
を
痛

感
し
た
ニ
コ
ラ
イ
司
祭
は
、
日
本
に
ロ
シ
ア
正
教
会
の
宣
教
拠
点
【русская 

духовная 
миссия

】
を
設
置
す
る
必
要
性
を
提
言
し
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
神
学

の
素
養
の
あ
る
若
い
人
を
三
名
補
助
者
と
し
て
派
遣
し
て
ほ
し
い
と
の
請
願
を
し
て

い
る
…
。
ニ
コ
ラ
イ
司
祭
が
四
名
の
宣
教
者
を
提
言
し
て
い
る
の
は
、
宣
教
活
動
の

更
な
る
成
功
に
向
け
て
日
本
の
主
要
拠
点
に
彼
ら
を
配
置
す
る
こ
と
が
有
益
と
み
な

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
…
。
今
後
箱
館
に
残
る
の
は
領
事
館
付
の
司
祭

【свящ
енник

】
と
も
な
る
だ
ろ
う
…
。

　

…
外
務
省
は
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
宣
教
拠
点
設
置
と
い
う
ニ
コ
ラ
イ
神
父
【о. 

Н
иколай

】
の
提
言
を
宗
務
院
が
実
現
可
能
と
認
め
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
同
意
す

る
用
意
が
あ
る
。
ま
た
、
箱
館
の
我
が
領
事
館
付
属
の
教
会
の
主
任
司
祭

【настоятель

】
と
し
て
の
尽
力
と
経
験
は
、
す
で
に
外
務
省
に
十
分
知
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
彼
の
指
導
の
下
で
の
宣
教
は
、
近
い
将
来
日
本
で
の
活
動
に
お

い
て
正
教
会
の
た
め
に
有
益
な
結
果
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と

を
確
信
し
て
い
る
…
。」

　

一
八
七
〇
年
四
月
六
日
の
国
家
評
議
会
【Государственны

й 
С

овет

】
の
献
策

に
従
っ
て
、
日
本
に
正
教
会
の
宣
教
拠
点
を
設
置
す
る
た
め
の
支
出
が
皇
帝
に
よ
っ

て
裁
可
さ
れ
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
ロ
シ
ア
正
教
会
の
宣
教
拠
点
が
設
置
さ
れ
、
ニ
コ

ラ
イ
神
父
自
身
が
そ
の
長
に
任
命
さ
れ
、
管
長
【архимандрит

】
の
位
に
就
い
た
。

以
後
、
事
の
常
と
し
て
、
必
要
経
費
の
支
出
に
関
し
て
の
省
庁
間
で
の
文
書
往
復
が

開
始
さ
れ
た
。

　

一
八
七
一
年
末
、
新
し
い
協
力
者
ア
ナ
ト
リ
ー
司
祭
【
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
ミ

ト
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
チ
ハ
イ
】
が
日
本
に
到
着
し
た
。
ニ
コ
ラ
イ
神
父
は
函
館
の
教
会

を
彼
に
任
せ
、
自
身
は
首
都
東
京
に
向
か
い
、
そ
こ
で
キ
リ
ス
ト
教
の
普
及
を
続
け

た
。
傑
出
し
た
人
物
で
あ
る
彼
の
宣
教
の
場
で
の
長
年
に
わ
た
る
実
り
多
き
か
つ
多

難
な
活
動
が
始
ま
っ
た
。
一
九
七
〇
年
、
ロ
シ
ア
正
教
会
は
大
主
教
【архиепископ

】

ニ
コ
ラ
イ
を
聖
人
の
列
に
加
え
た
。

　

当
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
史
料
の
中
に
、
箱
館
領
事
館
付
属
教
会
の
主
任
司

祭
【настоятель

】
か
ら
始
ま
り
そ
の
後
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
正
教
会
【русская 

православная 
миссия

】
の
創
設
者
と
な
っ
た
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
・
ヤ
ポ
ン
ス
キ

イ
が
そ
の
活
動
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
記
し
た
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四

年
に
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま
で
の
期
間
の
日
記
が
五
巻
に
ま
と
め
ら
れ

て
出
版
さ
れ
た
。 （

15
）

（
16
）

（
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）
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領
事
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
箱
館
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
一
八
六

五
年
一
〇
月
に
外
務
省
が
次
の
こ
と
を
特
記
し
て
い
る
。
領
事
館
が
箱
館
に
あ
っ
た

八
年
間
は
、
ロ
シ
ア
人
と
地
元
の
住
民
と
の
関
係
が
最
良
の
時
期
で
、
日
本
政
府
は
、

外
貨
の
日
本
通
貨
へ
の
交
換
、
領
事
館
の
建
物
用
の
土
地
の
供
与
な
ど
、
我
が
国
の

領
事
の
す
べ
て
の
申
し
出
を
満
た
し
て
く
れ
た
。
日
本
政
府
は
日
露
関
係
の
す
べ
て

の
問
題
に
関
し
て
彼
と
交
渉
を
行
い
、「
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
首
都
に
ロ
シ

ア
公
使
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
箱
館
の
我
が
国
の
領
事
を
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の

代
表
者
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
」。

　

ロ
シ
ア
政
府
は
、
日
本
と
の
関
係
の
発
展
と
強
化
に
お
け
る
領
事
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ

ケ
ー
ヴ
ィ
チ
の
功
績
を
高
く
評
価
し
、
聖
ア
ン
ナ
三
級
勲
章
と
聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
三

級
勲
章
を
授
与
し
た
。
そ
の
後
彼
は
外
務
省
ア
ジ
ア
局
で
、
陸
軍
大
佐
に
相
当
す
る

六
等
文
官
と
い
う
高
い
位
で
勤
務
を
続
け
た
。

　

一
八
七
〇
年
、
Ｉ
・
Ａ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
と
夫
人
の
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
ー
タ
・
ス
テ

フ
ァ
ノ
ヴ
ナ
・
ゴ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
世
襲
貴
族
の
栄
誉
に
浴
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
期
、
日
露
両
国
が
そ
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
っ
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
両
国
間
の
通
商
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
更
な
る
進
展
が
望
ま
れ
て
い

た
。
ロ
シ
ア
当
局
は
、
外
交
代
表
部
【дипломатические представительства

】、

特
に
箱
館
の
領
事
館
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
情
報
に
則
っ
て
、
そ
の
問
題
の
解
決
策
を

探
っ
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
一
八
六
七
年
一
二
月
に
、
通
商
関
係
の
簡
素
化
の
た
め
に
ロ
シ

ア
と
日
本
の
間
で
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
条
約
は
、
以
下
の
よ
う
な
様
々
な
通
商
問

題
に
関
す
る
一
二
項
か
ら
成
っ
て
い
た
。
日
本
の
諸
港
に
商
品
保
管
の
た
め
の
倉
庫

の
設
置
、
外
貨
交
換
、
商
品
の
積
み
込
み
と
荷
下
ろ
し
の
た
め
の
漕
艇
、
お
よ
び
、

労
働
者
を
港
で
雇
用
す
る
際
の
不
法
行
為
の
阻
止
、
日
本
商
人
に
よ
る
各
種
船
舶
の

取
得
と
開
港
地
で
ロ
シ
ア
役
人
の
仲
介
な
し
で
取
引
を
行
う
こ
と
の
可
能
性
、
日
本

諸
港
の
入
口
に
航
海
の
安
全
を
保
証
す
る
た
め
の
水
路
案
内
施
設
の
設
置
、
な
ど
で

あ
る
。

　

条
約
の
付
則
で
は
、
各
種
商
品
に
対
す
る
輸
入
関
税
額
、
輸
入
、
お
よ
び
、
輸
出

関
税
の
支
払
い
規
則
、
輸
出
入
禁
止
商
品
リ
ス
ト
が
示
さ
れ
、
度
量
衡
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
日
本
側
と
新
し
い
協
定
を
締
結
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
た
の
は
ロ
シ

ア
領
事
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
政
府
を
代
表
し
て
文
書
に
署
名
し
た
の
は
、

駐
箱
館
領
事
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
イ
・
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ビ
ュ
ツ
ォ
フ
で
、
日
本
政
府
を
代
表

し
て
署
名
し
た
の
は
、
江
連
加
賀
守
で
あ
っ
た
。
こ
の
条
約
の
締
結
と
そ
の
実
現
が
、

両
国
家
間
の
通
商
関
係
発
展
の
有
益
な
一
歩
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

そ
の
間
日
本
国
内
で
は
、全
世
界
に
お
け
る
同
様
に
、政
治
状
況
が
変
わ
っ
て
い
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
外
務
省
は
、
日
本
を
含
む
政
治
的
、
経
済
的
課
題
解

決
の
取
り
組
み
を
修
正
し
、
然
る
べ
き
対
応
を
迫
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、

一
八
七
〇
年
三
月
一
九
日
、外
務
大
臣
・
宰
相
・
公
爵
Ａ
・
Ｍ
・
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
は
、

在
中
国
公
館
、
お
よ
び
、
日
本
に
あ
る
領
事
館
の
館
員
変
更
を
、
新
し
い
案
を
添
え

て
、
国
家
評
議
会
に
提
言
し
た
。
こ
の
文
書
の
中
で
箱
館
の
ロ
シ
ア
領
事
館
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
…
江
戸
［
東
京
。
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
］、
お
よ
び
、
横
浜
港

を
自
分
た
ち
の
拠
点
と
し
て
選
ん
だ
諸
外
国
の
外
交
代
表
者
た
ち
【представ 

иьели

】
は
、
日
本
の
誰
に
対
し
て
接
す
べ
き
か
、
誰
が
日
本
に
お
け
る
政
府
権
力

を
代
表
し
て
い
る
の
か
が
時
と
し
て
分
か
ら
ず
、
極
め
て
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て

い
た
。
彼
ら
は
、
願
い
出
や
抗
議
、
お
よ
び
、
要
求
を
絶
え
ず
出
し
続
け
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
い
さ
さ
か
も
、
日
本
に
お
け
る
自
国
民
の
地
位
を
改
善
で
き
な
か
っ
た
ば

か
り
か
、
逆
に
、
徐
々
に
自
分
た
ち
の
権
威
を
失
い
、
日
本
人
を
苛
立
た
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

こ
の
困
難
な
一
〇
年
間
に
お
い
て
我
々
は
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
状
況
に

あ
っ
た
。
我
が
国
の
領
事
は
、
箱
館
を
拠
点
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
の
利

害
に
無
縁
の
様
々
な
願
い
出
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
他
の
諸
問
題
（
例
え
ば
、

（
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通
貨
政
策
に
関
す
る
こ
と
）
に
然
る
べ
く
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
日
本

の
首
都
へ
は
、
折
り
を
見
て
出
掛
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体

の
政
治
状
況
に
関
す
る
発
言
権
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
…
。

　

ロ
シ
ア
政
府
の
と
っ
た
こ
の
よ
う
な
行
動
は
、
我
が
国
の
利
害
と
完
全
に
一
致
す

る
も
の
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
最
初
の
条
約
を
結
ん
だ
後
の
日
本
国
家
が
置
か

れ
た
状
況
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
最
近
日
本
で
生

じ
た
改
変
を
注
意
深
く
追
っ
た
結
果
、
外
務
省
は
、
彼
の
国
の
政
府
と
、
よ
り
い
っ

そ
う
一
貫
し
た
、
よ
り
い
っ
そ
う
緊
密
な
関
係
を
結
ぶ
時
機
が
す
で
に
到
来
し
た
と

の
結
論
に
達
し
た
…
。
無
秩
序
状
態
が
…
再
び
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
は
ま
ず
な

い
。
だ
が
、
か
と
い
っ
て
外
国
人
に
対
す
る
新
政
府
の
対
応
は
ま
だ
完
全
に
明
確
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ミ
カ
ド
の
御
所
が
京
都
か
ら
江
戸

に
移
さ
れ
た
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
代
表
者
た
ち
と
直
接
的
に
関
係
を
結
び

た
い
と
い
う
願
望
の
現
れ
の
一
つ
で
あ
り
、
事
実
彼
ら
は
ミ
カ
ド
に
拝
謁
を
許
さ
れ

た
こ
と
で
、
厳
か
に
そ
の
権
限
を
認
め
ら
れ
た
。
日
本
に
と
っ
て
好
ま
し
い
こ
の
よ

う
な
状
況
改
変
の
中
で
、
我
々
は
、
今
や
間
違
い
な
く
急
速
に
発
展
し
て
い
く
で
あ

ろ
う
全
体
的
な
動
き
か
ら
外
れ
た
所
に
今
後
も
留
ま
る
こ
と
は
有
益
で
は
な
か
ろ

う
。
我
が
国
の
外
交
代
表
者
【агент

】
が
政
治
、
お
よ
び
、
行
政
の
中
心
地
に
近

い
所
に
移
る
こ
と
は
不
可
欠
で
、
そ
の
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
の
利
益

の
た
め
に
利
用
す
べ
き
好
ま
し
い
機
会
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め

で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
、
他
の
諸
外
国
の
日
本
政
府
に
対
す
る
関
係
の
性
格
、
お

よ
び
、
彼
ら
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
要
求
を
常
時
注
視
す
る
た
め
で
あ
る
。
日
本
政

府
自
身
か
ら
も
、
我
が
外
務
省
に
送
ら
れ
て
き
た
言
明
で
も
っ
て
、
箱
館
が
首
都
か

ら
懸
隔
の
地
に
あ
る
た
め
に
中
央
政
府
に
と
っ
て
我
が
国
の
領
事
と
交
渉
す
る
際
に

困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ロ
シ
ア
が
外
交
代
表
者
【дипломатический 

агент

】［
公
使
。
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
］
日
本
に
派
遣
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
政
治
体
制
に
生
じ
た
根
本
的
な
変
化
は
そ
こ
に
お
け
る
ロ

シ
ア
の
外
交
代
表
部
の
構
造
に
も
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
、
と
い
う
の
が
外
務
大
臣

の
意
見
で
あ
る
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
Ａ
・
Ｍ
・
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
は
そ
の
提
言
の
最

後
の
部
分
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「（
一
）
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
代
表
【представитель

】
に
任
命
さ
れ
る
の
は
、

代
理
公
使
、
総
領
事
の
称
号
を
付
与
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。

　
（
二
）
代
理
公
使
の
常
住
地
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
定
し
て
い
な
い
。
諸

状
況
か
ら
判
断
し
て
、他
の
外
国
代
表
者
が
常
住
公
邸
を
持
つ
横
浜
に
置
か
れ
る
か
、

あ
る
い
は
、
江
戸
を
居
住
地
に
選
ぶ
か
、
の
い
ず
れ
か
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
（
三
）
代
理
公
使
に
は
以
下
の
人
間
が
付
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
（
ａ
）
副
領
事
の
称
号
を
持
つ
書
記
官
。
総
領
事
の
指
導
の
下
に
、
ロ
シ
ア
の

通
商
事
項
、
現
在
の
日
本
当
局
と
の
細
か
い
事
柄
な
ど
の
整
理
に
当
た
る
。（
ｂ
）

研
修
生
二
名
、（
ｃ
）
通
訳
一
名
。

　
（
四
）
医
師
の
ポ
ス
ト
は
廃
止
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
外
国
通
商
に

開
か
れ
た
諸
港
で
は
、
領
事
館
職
員
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
医
師
の
元
で
の
治
療
を
い
つ

で
も
利
用
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
五
）
現
在
、
駐
箱
館
領
事
館
付
き
で
あ
る
主
任
司
祭
に
関
し
て
言
え
ば
、
日
本

に
独
立
し
た
正
教
会
の
宣
教
拠
点
を
設
置
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
念

頭
に
し
て
、
…
外
務
省
は
こ
の
件
に
付
き
、
駐
箱
館
領
事
館
職
員
に
当
て
ら
れ
て
い

る
費
用
を
外
務
省
の
予
算
か
ら
宗
務
院
の
予
算
に
振
り
替
え
る
か
た
ち
で
、
聖
職
者

【духовны
й причт

】
に
当
て
る
こ
と
を
宗
務
総
監
と
合
意
し
た
。

　
（
六
）
…
在
箱
館
領
事
館
に
関
し
て
言
え
ば
、
同
地
に
現
時
点
で
建
物
を
着
工
す

る
際
に
は
、
外
務
省
手
持
ち
の
費
用
か
ら
拠
出
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
…
。

　
（
七
）
我
が
国
の
外
交
代
表
者
の
指
揮
下
に
、
出
来
う
れ
ば
、
太
平
洋
艦
隊
の
軍

艦
一
隻
を
置
く
こ
と
と
す
る
。

　
（
八
）
箱
館
領
事
館
付
き
で
あ
っ
た
学
校
と
病
院
は
、
現
在
は
す
で
に
そ
の
使
命

（
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に
応
え
て
い
な
い
の
で
廃
止
す
る
。

　
（
九
）
新
た
に
設
置
さ
れ
る
総
領
事
館
に
必
要
と
さ
れ
る
支
出
に
関
し
て
言
え
ば
、

そ
の
一
部
は
、
外
務
省
が
駐
箱
館
領
事
館
職
員
を
可
能
と
認
め
る
範
囲
で
縮
小
す
る
こ

と
を
も
っ
て
補
填
す
る
こ
と
が
で
き
る
…
。
こ
れ
に
際
し
て
、【
新
設
予
定
の
】
領
事

館
職
員
の
人
件
費
は
箱
館
に
比
し
て
か
な
り
高
額
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
理
由
は
横
浜
、
お
よ
び
、
南
方
の
諸
港
で
の
生
活
費
は
箱
館
に
比
し
て
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
高
い
か
ら
で
あ
る
…
。

　

以
上
の
観
点
か
ら
作
成
さ
れ
た
の
が
本
文
書
に
添
え
た
…
在
日
本
総
領
事
館
、
お

よ
び
、
在
箱
館
領
事
館
の
職
員
案
で
あ
る
」

　

両
館
の
職
員
に
つ
い
て
は
上
記
、
お
よ
び
、
次
頁
の
「
附
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

国
家
評
議
会
は
一
八
七
〇
年
三
月
四
日
の
総
会
で
、
在
箱
館
領
事
館
を
含
む
外
交

代
表
部
の
職
員
変
更
に
伴
う
問
題
に
関
し
て
、
宰
相
の
提
案
を
検
討
、
了
承
し
、
そ

の
結
論
を
皇
帝
陛
下
の
裁
可
に
供
し
た
。

　

皇
帝
陛
下
は
国
家
会
議
の
意
見
を
一
八
七
〇
年
五
月
二
四
日
に
裁
可
し
、
そ
の
執

行
を
命
じ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
生
じ
た
政
治
現
実
に
応
じ
て
、
日
本
に
お
け
る
ロ
シ

ア
の
外
交
代
表
部
の
構
造
も
変
化
し
、
全
体
と
し
て
そ
の
時
代
に
と
っ
て
よ
り
完
全

で
効
率
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

在
箱
館
ロ
シ
ア
領
事
館
は
、
ロ
シ
ア
と
日
本
の
通
商
的
結
び
つ
き
の
強
化
に
ひ
た

す
ら
心
を
砕
い
た
。
そ
の
こ
と
を
示
す
証
左
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
我
々
の
文
書
館

に
保
存
さ
れ
て
い
る
史
料
の
中
に
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
そ
の
問
題
に

関
す
る
ロ
シ
ア
、
お
よ
び
、
諸
外
国
の
報
道
、
在
箱
館
領
事
館
を
含
む
通
商
、
お
よ

び
、
外
交
代
表
部
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
分
析
文
書
が
あ
る
。
ま
た
、
当
文
書
館
に

は
日
本
と
他
の
諸
外
国
と
の
通
商
状
況
に
関
す
る
分
析
報
告
書
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の

史
料
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
、
お
よ
び
、
日
本
の
多
く
の
研
究
者
に
と
っ
て

等
し
く
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
23
）

（
24
）

（
25
）

附録一
在日総領事館の定員・規定（1870年）
皇帝陛下の裁可に供されたもの

人数

年間経費 クラスと等級

一人当り 全員
官等 制服

ルーブル

代理公使、総領事
秘書官と副領事
研修生
通訳雇用費
教師雇用費、教材購入費
事務用費
進物購入費
代理公使、および、総領事館の全職員用の住居費
医師支払い費用と医薬品購入費

１
１
２

12,000
4,000
1,400

12,000
4,000
2,800
1,000
500
700
1,000
3,000
500

Ⅴ
Ⅷ
Ⅸ

Ⅴ
Ⅷ
Ⅸ

計 ４ 25,500
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ロ
シ
ア
の
在
外
公
館
は
、
箱
館
に
あ
っ
た
全
期
間
を
通
じ
て
、
日
露
両
国
間
の
重

要
な
結
節
点
で
あ
っ
た
し
、
公
使
館
が
箱
館
の
町
に
置
か
れ
た
こ
と
は
、
外
交
的
に

見
て
論
理
的
で
正
し
い
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館
の

保
存
さ
れ
て
い
る
史
料
か
ら
判
る
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
の
在
外
公
館
は
箱
館
に
設
置
さ

れ
た
当
初
か
ら
、
極
東
諸
国
と
の
政
治
的
、
文
化
的
、
経
済
的
結
び
つ
き
を
強
化
す

る
た
め
に
出
来
う
る
限
り
の
す
べ
て
を
行
い
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
日
露
両
国
の
繁
栄

の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

�

（
翻
訳
：
有
泉
和
子
）

�

【　

】
は
訳
注
。

〔
註
〕

（
１
）　И

стория С
ахалина и Курильских островов. Ю

ж
но-С

ахалинск., 2008. С
. 

356.

（
２
）　РГИ

А
. Ф

. 1152. О
п. 7. Д

. 185. Л
. 7 об.

（
３
）　С

интаро Н
акамура Я

понцы
 и русские. М

., 1983. С
. 185.【

内
容
は
日
本
語
で

読
め
る
。
中
村
新
太
郎
『
日
本
人
と
ロ
シ
ア
人　

物
語
人
物
往
来
史
』
大
月
書
店

一
九
八
三
】

（
４
）　РГИ

А
. Ф

. 565. О
п. 9. Д

. 34491. Л
. 2-2 об.

（
５
）　РГИ

А
. Ф

. 565. О
п. 9. Д

. 34491. Л
. 2 об.-3.

（
６
）　РГИ

А
. Ф

. 565. О
п. 9. Д

. 34491. Л
. 3 об.-4.

（
７
）　РГИ

А
. Ф

. 565. О
п. 9. Д

. 34491. Л
. 5-5 об.

（
８
）　РГА

В
М

Ф
. Ф

. 870. О
п. 1. Д

. 7873. Л
. 9.

（
９
）　Ф

айнберг Э. Я
. Русско-японские отнош

ения в 1697-1875 гг. М
., 1960. С

. 
179.

（
10
）　Кузнецов А

. П
. В

клад И
. А

. Гош
кевича в становление русско-японских 

отнош
ений в X

IX
 веке. С

П
б., 2007. С

. 43.

（
11
）　Кузнецов А

. П
. В

клад И
. А

. Гош
кевича в становление русско-японских 

附録二
在箱館領事館の定員・規定（1870年）
皇帝陛下の裁可に供されたもの

人数
年間経費 クラスと等級

ルーブル 官等 制服

領事
建物の維持・修理・保険費、事務用品費、郵送費
通訳雇用費
進物用費

1 5,000
1,700
800
500

Ⅵ Ⅵ

計 1 8,000
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отнош
ений в X

IX
 веке. С

П
б., 2007. С

. 43.

（
12
）　Д

невники С
вятого Н

иколая Я
понского. Т. I. С

П
б., 2004. С

. 22.

（
13
）　РГИ

А
. Ф

. 797. О
п. 34 IIотд. Д

. 18. Л
. 3.

（
14
）　РГИ

А
. Ф

. 797. О
п. 34 IIотд. Д

. 18. Л
. 11 об.-12.

（
15
）　РГИ

А
. Ф

. 565. О
п. 4. Д

. 15137. Л
. 1 об.-4.

（
16
）　РГИ

А
. Ф

. 565. О
п. 4. Д

. 15137. Л
. 9.

（
17
）　Д

невники С
вятого Н

иколая Я
понского. Т. I. С

П
б., 2004. С

. 30, 51.

（
18
）　Кузнецов А

. П
. В

клад И
. А

. Гош
кевича в становление русско- японских 

отнош
ений в X

IX
 веке. С

П
б., 2007. С

. 50.

（
19
）　РГИ

А
. Ф

. 1343. О
п. 19. Д

. 3755. Л
. 3-4 об.

（
20
）　РГИ

А
. Ф

. 1343. О
п. 19. Д

. 3755. Л
. 1.

（
21
）　РГИ

А
. Ф

. 1329. О
п. 1. Д

. 1029. Л
. 209-223.

（
22
）　РГИ

А
. Ф

. 1152. О
п. 7. Д

. 185. Л
. 8-9 об.

（
23
）　РГИ

А
. Ф

. 1152. О
п. 7. Д

. 185. Л
. 38-39.

（
24
）　РГИ

А
. Ф

. 1152. О
п. 7. Д

. 185. Л
. 25-25 об.

（
25
）　РГИ

А
. Ф

. 1152. О
п. 7. Д

. 185. Л
. 28-30.

　

本
研
究
集
会
は
、
基
盤
研
究
Ｓ
「
マ
ル
チ
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ
ル
的
手
法
に
よ
る
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
研
究
資
源
化
の
研
究
」（
課
題
番
号
二
六
二
二
〇
四
〇
二
、
研
究
代
表
者
／
保
谷　

徹
）

の
一
環
と
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
も
使
用
し
て
行
な
っ
た
。


